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第１６５７回例会 会長挨拶 

会長 前田守 

皆さんこんにちは。本日は、国際ロータリー第２５８０地区・第２

６２０地区米山奨学生「柿田川湧水」奉仕作業です。第２６２０地

区より松村友吉ガバナーを始め、星野喜忠ガバナーエレクト、井

上雅雄パストガバナー、地区米山記念奨学委員会寺戸常剛委

員長、同委員会長田達彦副委員長、地区米山記念奨学会の関

係者様、米山奨学生の皆さんにご参加頂き、誠にありがとうござ

います。今朝まで降っておりました雨も止み、気温も上がり良い

天候になって参りましたことを嬉しく思っております。 

先週８月２７日(日)に、静岡市の「あざれあ」にて地区社会奉

仕セミナーが開催されました。今回の社会奉仕セミナーのテー

マは、清掃活動にスポットをあてての開催でした。 

「１００万人のＧＯＭＩ拾い」演題で荒川祐二氏の講演を聴く事

ができました。若い人達に多く見られる「なんとなく・・・」自分もそ

うであり、その自分が嫌いだった。自分には「夢」がない。本気で

怒られたことがない。自分が一人でできることは何か・・・。そこで

ゴミ拾いを思い立った。たった一人で東京新宿駅のゴミ拾いから

始まり、数え切れない程の嫌がらせ、それから１１年、今年開催さ

れた「１００万人のＧＯＭＩ拾い」イベントは、今や１５万超の参加

者にのぼった。ゴミ広いが人の心を動かした事例として発表され

ました。市川大門ＲＣ（会員数１６名）から、市川三郷町「神明花

火大会」でゴミ袋を配付し、来場者にごみ拾いを呼びかけ実施し

た事例発表がありました。 

そして、本年度会長である私から沼津柿田川ＲＣの昨年度実

施した米山奨学生「柿田川湧水」奉仕作業事業の事例発表をさ

せて頂きました。 
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スマイル報告 

 

ありませんでした。 

 
本日のゲスト・ビジター 

 

ゲスト・ビジターはありませんでした。 

今年で３回目を数えます第２５８０地区・第２６２０地区米山奨

学生「柿田川湧水」奉仕作業ですが、ここにいる皆様のお力添

えを頂き今年も第２５８０地区の皆さんを受け入れることができま

す。ここにあらためて感謝申し上げます。 

本日は、天候も回復し気温も上がって参りました。どうぞ水分

補給もしっかりと摂って頂き、怪我や事故などがないように気を

つけて今日一日の奉仕活動を行なって頂きたいと思います。本

日は、宜しくお願い致します。 

ロータリアンが支援する財)米山記念奨学会は、勉学、研究を

志して日本に私費で在留している外国人留学生に対し、日本全

国のロータリークラブ会員の寄付金を財源として、奨学金を支給

し支援をしている団体です。将来母国と日本との懸け橋となって

国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学することを目的として

います。優秀とは「（1）学業」に対する熱意や優秀性はもちろん

のこと、「（2）異文化理解（3）コミュニケーション能力」への意欲や

能力に優れている点が含まれます。 
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会長挨拶 



米山奨学生柿田川湧水奉仕作業報告 

会長 前田守 

 

９月２日国際ロータリー第２５８０地区(東京)、第２６２０地区(静

岡・山梨)米山奨学生合同で奉仕作業を行いました。 

第２５８０地区より、吉田雅俊ガバナー、松坂順一ガバナーエ

レクト、地区米山記念奨学委員会高橋博文委員長、同委員会小

森谷典明副委員長、地区米山記念奨学会の関係者様、米山奨

学生の皆さんの参加頂き、誠にありがとうございました。 

第２５８０地区(東京)、第２６２０地区(静岡・山梨)総勢１１６名が

参加、柿田川みどりのトラストの皆さんや清水町役場職員の皆さ

んより柿田川についての説明や柿田川に生息する生物のサン

プルを見ながらの説明に熱心に耳を傾けていました。 

奉仕作業は陸域と水辺域に分かれて作業を交代で行い、柿

田川公園内の陸域では外来生物を「トキワツユクサ」等の駆除と

柿田川公園内のごみ拾い、柿田川の水辺域では「オオカワヂシ

ャ」と「アシ」の除去作業を行いました。 

「アシ」の除去作業では、その時間内をもくもくと作業に没頭

し、わずか２時間の作業で２つの区域を除去することができまし

た。参加者の皆さんの姿からは、「少しでも役に立ちたい！」とい

う強い気持ちが伝わってきました。 

皆様のご協力のおかげで、無事奉仕作業を終えることができ

ました。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿田川奉仕作業 本日は、第２５８０地区との合同で柿田川外来種駆除と清掃活動を行いました。 



◆次回例会プログラム◆ 卓話（奉仕プロジェクト委員会：梅田委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 出席数 出席率 
前々回 8 月 21

日修正出席率 

１７名 １７名 １４名 82.35% 76.47% 

 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・前田・濱田・大石・伊藤 他 計１４名 

 

欠席： 菊地・梅田・坪内                計３名 

 

ＭＵ：                             計０名 


